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症例 1 

Classical Hodgkin Lymphomaとの鑑別が難しかった高齢者 EBV陽性びまん性大細胞型 B細

胞性リンパ腫の 1例 
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症例は 74歳、女性。 

右頸部から鎖骨上リンパ節の腫脹を主訴に受診した。PET-CT検査で、悪性リンパ腫が疑わ

れた後に頸部リンパ節生検が行われ、EBV positive DLBCL of the elderlyの診断であった。 

 

Discussion point 

classical Hodgkin lymphomaと B-cell lymphomaの診断に関して 

“elderly”について 

 

症例 2 

急激に巨大腹部腫瘤が増大した B細胞性リンパ芽球性リンパ腫の 1例 
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34 歳女性。下腹部膨満感を主訴に受診し、MRI 検査で卵巣が疑われた。胸水穿刺細胞診の

結果 B 細胞性リンパ芽球性リンパ腫と診断され、hyperCVAD/MA 療法が施行され、4 コー

ス終了した時点での中間評価で CRであった。 

 

Discussion point 

LBLの症例で、治療をどうするのか。 

化学療法のみ、auto/alloの移植との比較。 

 

症例 3 

リンパ腫様胃症：lymphomatoid gastropathyの 1例 
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70歳男性。 

上部消化管内視鏡検査にて胃前庭部の 0-IIc病変を指摘され、生検の結果で PTCL-NOSと診

断された。H.pylori除菌で病変は消失したが、再度出現したために胃切除術が行われ、病変

は顕微鏡的に、ごく小範囲に認めるのみであった。免疫組織学的に LyGaに合致する所見で

あった。 

 

Discussion point 

自然消退をしめすリンパ増殖性疾患に関して。 

H.pylori、薬剤などとの関係について。 

 

症例 4 

関節リウマチに対してMTX服用中に多発肺腫瘤にて発症した Lymphomatoid Granulomatosis 
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76歳、女性。 

以前より関節リウマチに対して PSL、MTXの内服加療を受けていた。定期検診で CRPの上

昇と、肺腫瘤を指摘された。精査の結果多発肺腫瘤、肺門部リンパ節腫脹と血中 EBV DNA

量の上昇が認められた。 

MTXを中止して経過観察中。 

 

Discussion point 

lymphomatoid granulomatosisと MTX関連リンパ増殖症の鑑別。 

LYGとしての臨床像(LN腫大、BF所見など) 

 


